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［背景・ねらい］

近年、スルホニルウレア系除草剤（ＳＵ剤）に抵抗性を持つ水田雑草の発生が全国的に

問題化している。現在イヌホタルイを含む12の草種で確認されており、九州では佐賀県、

宮崎県、福岡県において発生が報告されている。一方、長崎県壱岐郡芦辺町において1999

年頃からイヌホタルイの残草が目立つ水田が見られ、ＳＵ剤抵抗性の疑いが持たれた。そ

こで，ＳＵ剤抵抗性の有無を確認するとともに県防除基準採用剤および候補剤の中から有

効な除草剤を見い出す。

［成果の内容・特徴］

１．壱岐郡芦辺町においてイヌホタルイの残草が認められた圃場では、1997年以降、同じ

ＳＵ剤を含む除草剤が連用されていた。

２．ＳＵ剤単剤による薬量反応試験（表１）、発根法（図１）の結果から、芦辺町で残草

が認められたイヌホタルイはＳＵ剤抵抗性バイオタイプである。

３．イヌホタルイのＳＵ剤抵抗性バイオタイプは、非ＳＵ系除草剤であるクミルロン、プ

レチラクロール、ブロモブチド、クロメプロップまたはベンゾビシクロンを成分に含む

表２に示した除草剤を散布することで防除できる（表２）。

４．ブロモブチド、クロメプロップまたはベンゾビシクロンを成分に含む一発処理除草剤

は、イヌホタルイの２葉期処理まで防除効果が高いが、プレチラクロールを含む剤は効

果が劣る場合があるため早めの処理を行う（表２）。

［成果の活用面・留意点］

１．イヌホタルイのＳＵ剤抵抗性バイオタイプ発生圃場における除草剤使用上の参考とす

る。



［具体的データ］

図１ 発根法によるベンスルフロンメチルに対する反応の差異

注)ｲﾇﾎﾀﾙｲの根を１㎝の長さに切り揃え、茎葉基部を0.15ppmの

。ﾍﾞﾝｽﾙﾌﾛﾝﾒﾁﾙ溶液に浸漬後、11日目の発根状況

［その他］

研究課題名：植物調節剤受託試験

予算区分：受託

研究期間：2003年度

研究担当者：井手宏和、伊藤靖子（壱岐農改）

供試種子 処理薬剤 処理量 生育ｽﾃｰｼﾞ
乾物重
（g/pot）

芦辺町産１） 無処理 － 花茎 1.1
ｲﾏｿﾞｽﾙﾌﾛﾝ粒剤 標準量 花茎 2.3
ｲﾏｿﾞｽﾙﾌﾛﾝ粒剤 ３倍 花茎 2.6
ｲﾏｿﾞｽﾙﾌﾛﾝ粒剤 ９倍 花茎 2.1

諫早市産２） 無処理 － 花茎 0.11
ｲﾏｿﾞｽﾙﾌﾛﾝ粒剤 標準量 － 0
ｲﾏｿﾞｽﾙﾌﾛﾝ粒剤 ３倍 － 0
ｲﾏｿﾞｽﾙﾌﾛﾝ粒剤 ９倍 － 0

処理日：5月16日　処理時の葉令：鞘葉～1葉期　　調査日：7月1日

１）加圧滅菌土壌に芦辺町産イヌホタルイ種子を約70～120粒/pot播種

２）農試場内水田土壌より自然発生したイヌホタルイ

表1　イヌホタルイに対するＳＵ剤薬量反応試験の結果

１）加圧滅菌土壌に芦辺町産イヌホタルイ種子を約70～120粒/pot播種

残草率
(%)

生育
ｽﾃｰｼﾞ

残草率
(%)

生育
ｽﾃｰｼﾞ
除草効果

ｸﾐﾙﾛﾝ・ﾍﾟﾝﾄｷｻｿﾞﾝ水和剤 0 － 0 － ●
ｼﾒﾄﾘﾝ･ﾋﾟﾗｿﾞｷｼﾌｪﾝ･ﾌﾟﾚﾁﾗｸﾛｰﾙ粒剤 0 － 3 4.1L □
ｼﾞﾒﾀﾒﾄﾘﾝ･ﾋﾟﾘﾌﾞﾁｶﾙﾌﾞ･ﾌﾟﾚﾁﾗｸﾛｰﾙ･ﾍﾞﾝｽﾙﾌﾛﾝﾒﾁﾙ水和剤 1 2.5L 21 花茎 ○
ｲﾝﾀﾞﾉﾌｧﾝ･ﾋﾟﾗｿﾞｽﾙﾌﾛﾝｴﾁﾙ･ﾌﾞﾛﾓﾌﾞﾁﾄﾞ粒剤 0 － 0 － ○
ｼﾞﾒﾀﾒﾄﾘﾝ･ﾋﾟﾗｿﾞﾚｰﾄ･ﾌﾟﾚﾁﾗｸﾛｰﾙ･ﾌﾞﾛﾓﾌﾞﾁﾄﾞ粒剤 0 － 0 － ○
ﾋﾟﾘﾐﾉﾊﾞｯｸﾒﾁﾙ･ﾌﾞﾛﾓﾌﾞﾁﾄﾞ･ﾍﾞﾝｽﾙﾌﾛﾝﾒﾁﾙ･ﾍﾟﾝﾄｷｻｿﾞﾝ粒剤 0 － 0 － ●
ｲﾝﾀﾞﾉﾌｧﾝ･ｸﾛﾒﾌﾟﾛｯﾌﾟ･ﾍﾞﾝｽﾙﾌﾛﾝﾒﾁﾙ粒剤 0 － 0 － ●
ｵｷｻｼﾞｸﾛﾒﾎﾝ･ｸﾛﾒﾌﾟﾛｯﾌﾟ･ﾋﾟﾗｿﾞｽﾙﾌﾛﾝｴﾁﾙ水和剤 1 3.3L 2 5.1L ●
ﾌｪﾝﾄﾗｻﾞﾐﾄﾞ･ﾍﾞﾝｿﾞﾋﾞｼｸﾛﾝ･ﾍﾞﾝｿﾞﾌｪﾅｯﾌﾟ水和剤 0 － 0 － ●
ｶﾌｪﾝｽﾄﾛｰﾙ･ﾀﾞｲﾑﾛﾝ･ﾋﾟﾗｿﾞﾚｰﾄ･ﾍﾞﾝｿﾞﾋﾞｼｸﾛﾝ粒剤 0 － 0 － ●
(対照）ﾍﾞﾝｽﾙﾌﾛﾝﾒﾁﾙ･ﾍﾞﾝﾁｵｶｰﾌﾞ･ﾒﾌｪﾅｾｯﾄ粒剤 8 4.5L 41 花茎 ×
無処理 90 花茎 101 花茎 －

3)ｱﾝﾀﾞｰﾗｲﾝは抵抗性ｲﾇﾎﾀﾙｲに有効な除草剤成分

1)ポット試験：プラスチック容器（縦21×横14.5×深さ6㎝)に芦辺町水田土壌を入れ、代かき後芦辺町産イヌホタルイ種
子を約70～120粒/pot播種。各葉期に除草剤処理し、播種後42日目に残草率（処理時より葉令の進んだ個体数／発
生個体数）および生育ステージを調査。
2)圃場試験：芦辺町水田でイヌホタルイ2.2葉期(ｸﾐﾙﾛﾝ・ﾍﾟﾝﾄｷｻｿﾞﾝ水和剤のみ未発生時）に除草剤処理し、移植36日
後に除草効果（●極大、○大、□中、△小、×無）を観察で調査。

圃場試験2)

表２　芦辺町産イヌホタルイに対する各除草剤の除草効果

１Ｌ処理 2L処理
除草剤名

ポット試験
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